
 

薬理パフォーマンス課題④ 

 

本時の学習目標 

 ・臨床現場で起こりうる事例をもとに、安全な与薬をするために必要な知識やスキルを理解する。 

 

事例１ 新人看護師が先輩看護師と膝関節内注入の介助についた時、医師から「ゲンタシンを注入します」

と言われた。医師はゲンタシン注 10mgを指示したつもりだったが、新人看護師は 60mgと 10mg

の 2種類があることを知らず、60mgを注射器に用意して医師に手渡した。先輩看護師が「それ

10mg？」とたずねたため、60mgと 10mgの 2種類があることに気づいた。 

 

事例 2 カテコラミンが投与されている患者のメインの輸液を交換する際、看護師は、輸液ポンプの操作

に不慣れで慌てていたため、カテコラミンの三方活栓を OFFにしたことに気づきませんでした。

30分後、患者の血圧が 50mmHgに低下し、先輩看護師が、カテコラミンが投与されていないこ

とを発見しました。 

 

事例 3 看護師は、降圧剤が含まれた患者 A の内服薬を、誤って類似した氏名の患者 B に渡しました。

患者 Aから「食後薬が届いていない」とコールがあり誤りに気付きました。 
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